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今
年
は
春
が
お
そ
く
、
あ
た

り
は
ま
だ
雪
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

そ
れ
で
も
み
ん
な
元
気
は

つ

ら
つ
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
に
負
け
ず

と
、
に
こ
に
こ
笑
顔
で
す
。
 

今
ま
で
の
友
だ
ち
も
、
新
し

い
友
だ
ち
も
み
ん
な
顔
を
そ
ろ

え
ま
し
た
。
 

一
年
生
は
双
葉
の
芽
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
夢
と
希
望
を
ひ
ら

く
大
事
な
芽
で
す
。
 

明
る
い
ひ
と
み
が
無
限
の
未

来
を
秘
め
て
い
ま
す
。
 

き
ら
き
ら
命
が
か
が
や
い
て

い
ま
す
。
 

黄
色
い
帽
子
は
事
故
か
ら
守

る
し
る
し
で
す
。
 

尊
い
命
を
大
き
く
た
く
ま
し

く
育
て
る
し
る
し
で
す
。
 

大
き
い
な
ア
 

僕
の
は
小
さ
い
よ
 

わ
た
し
は
ぴ
っ
た
し
 

教
室
は
タ
ン
ポ
ポ
の
花
が

い

っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
 

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
せ

ん
せ
い
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
 

難再安全を願い曇一 
か麟ご黄色い安全帽贈る ／三 

青森県五所川原市字岩木町12 ①
 

世 帯 数 	14,613 

（昭和59年 4月1日現在）住民基本台帳から 

25,344人 

27,186人 

男 

女 52,530人 

市 の 人 口 
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と
 
き
 
五
月
三
日
困
、
六
日
回
ま
で
 

と
こ
ろ
 
元
町
八
幡
宮
境
内
 

（
夜
桜
も
観
賞
で
き
ま
す
）
 

鵬
鈴

舞
謎
「ョー

 

謡
民
謡
シ
ョ

ー
 

「
》
‘
；
 三
浦
み
の
る
一
行
 

（
」×急
u
」
い
 
｛、
（
特
設ス
テ
ー
ジ
）
 

癌
議
難
聾

）
 

、
王催
 
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

×
 

、
．元
一
（
特
設
ス
テ
ー
ジ
）
 

◇
五

月
五
日
田
午
後
一
時
 

市民さくらまつり 、 
―おそろいでどうぞー 

/
 

春
で
す
 
ス
ポ

ー
ツ
し
よ
う
 

お
は
よ
う
ジ
ョ

ギ
ン
グ
 

加
 

「
コ
ー
ス
走
り
初
め
会

」
 
朔
 

市
統
合
第
四
中
学
校
で
五
日
 

統
づ
く
り
へ
向
け
て
ス
タ
ー
ト
 

落
成
式
と
開
校
式
が
行
わ
れ
、
 

を
切
り
ま
し
た
。
 

教
師
、
生
徒
た
ち
が
新
し

い
伝
 

同
校
は
、
中
川
・
飯
詰
の
両
 

新
し
い
伝
統
づ
く
り
ヘ
ス
タ
ー
ト
 

校
を
統
合
、
同
市
沖
飯
詰
地
区

に
五
十
七
年
七
月
か
ら
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
約

三
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
に
は
既
に
校
舎
と
体
育
館
が

完
成
。
現
在
、
グ
ラ
ン
ド
整
備

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

生
徒
数
三
百
五
十
五
人
に
教

職
員
が
二
十

一
人
、
普
通
学
級

九
、
特
殊
学
級
一
の
ク
ラ
ス
編
 

成
に
な
り
ま
す
。
 

式
典
で
は
、
高
橋
民
一
市
教

育
委
員
長
が
開
校
を
宣
言
、
森

田
稔
夫
市
長

の
式
辞
、
工
事
報

告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
中
谷
隆
一
校

長
に

濃
紺
の
校
旗
が
手
渡
さ
れ
、
同

校
長
が
「
恵
れ
た
施
設
の
な
か

で
伸
び
伸
び
と
学
ぼ
う
」
 
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

午
後
か
ら
は
会
場
を
中
央
公

民
館
に
移
し
て
祝
賀
会
が
開
か

れ
、
同
校
の
発
展
を
祈
願
し
ま
 

し
た
。
 

市
民
の
健
康
、
体
力
の
増
進

を
図
る
た
め
い

つ
で
も
、
だ
れ
 

で
も
運
動
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
）
 

を
使
用
し
て
左
記
の
と
お
り
走

り
初
め
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
下
さ
 

い
。
 

一
、
日
時
 
昭
和
五
十
九
年
四

月
二
十
九
日
（
祭

日
）
午
前
六

時
 

一
、
集
合

場
所
 
市

役
所

前
 

（
お祭
り
広
場
）
 

一
、
コ
ー
ス
 
市
役
所
ー
土
堤
 

ー
元
町
浄
水
場
ー
八
幡
宮
ー
柳

町
ー
市
役
所
前
（
お
祭
り
広
場
）
 

「約
三
、
〇
〇
〇

H
」
 

一
、
服
装
 
軽

い
運
動
の
で
き

る
服
装
 

※
当
日
参
加
者
に
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。
 

一
、
お
問
い
合
わ
せ
先
 
市
教
 

育
委
員
会
、
社
会
教
育
課
（
。
 

⑩
一
一
一
一
一
番
・
内
線二
五
〇

番
 

(
 

(
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圏
厨
の
柑
夢
圃
村
 

り
ノ
 

“
ノ”
 

多
「「
一
 

「市
民
自
然

観
察
会

」
に
多
ー
グ
z
 

ご
家
族
で
ど
う
ぞ
ノ

・
 

〇
日
時
 
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十

四
日
（
火
）
午
後
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時
ま
で
。
 

o

場
所
 
五
所
川
原
市
民
体
育
館
 

o

対
象
者
 

A
級
、

B
級
（
初
心
者
）
 

〇
参
加
者
 
二
人

一
組
六
〇
〇
円

〇
申
込
み
 
五
所
川
原
市
民
体
育
館

〇
締
切
り
 
昭
和
五
十
九
年
四
月
十

九
日
 

o

そ
の
他
 

A
級
、

B
級
第

一
位
カ

ッ
プ

（持
ち
廻
り
）
 

市教育長杯ママさん

ソフトテニス大会 
4 月24日一 

,
 

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お

い
で

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

△
主
催
 
青
森
県
、
五
所
川

原
市
 

△
日
時
 
五
月
十
三
日
（
日
）
 

△
会
場
 
飯
詰
、
味
噌
ケ
沢
 

「
野
鳥
の
村

（
家
）」
 

△
講
師
 
日
本
野
鳥
の
会
会

員
、
津
軽
植
物

の
会
会
員
 

△
会
費
 
無
料
 

△
お
申
込
み
 
四
月
二
十
八

日
（
土
）
ま
で
、
市
教
育
委
員

会
、
社
会
教
育
課

（
e
⑩
二

一

一
一
番
内
線
二
五
〇
番
）
へ

△
そ
の
他
①
市
役
所
前
よ
り

バ
ス
が
出
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。（
無
料
）
出
発
時
間
午
前

九
時
 

②
直
接
会
場

へ
集
合
さ
れ
る

方
は
、
午
前
九
時
三
十
分
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
 

③
昼
食
、
筆
記
用
具
、
手
帳
 

（
野
帳
）
帽
子
を
ご
持
参
下
さ

い
。
山
の
中
を
歩
き
ま
す
の
で
、
 

長
靴
を
ご
持
参
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

④
雨
天
の
場
合
で
も
、
「
野
鳥

の
家
」
 
で実
施
し
ま
す
。
 

⑤
観
察
は
、
野
鳥
と
野
草
に

別
れ
て
同
時
に
行
い
ま
す
の
で

ど
ち
ら
か

一
方
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

⑥
申
込
み
の
際
、
「
バ
ス
利
用

の
有
無
」
及
び
「
観
察
種
目
」
 

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
バ
ス
利

用
の
方
は
、
都
合
に
よ
り
利
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

養
護
施
設
を
 

友

愛

訪
問
 

市
老
人
ク
連
合
会
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
葛

西
専
造
会
長
）

は
三
月
二
十
一
一

日
、
恒
例
の
養
護
施
設
友
愛
訪

間
、
入
園
者
を
激
励
し
て
親
ぼ
 
 

く
を
深
め
ま
し
た
。
 

今
回
の
慰
問
袋
に
は
お
菓
子

や
缶
詰
な
ど
お
や
つ
の
ほ
か
、
 

日
用
品
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
お

り
、
贈
ら
れ
た
人
は
大
喜
び
で

し
た
。
 

今
回
は
葛
西
会
長
ほ
か
役
員

婦
人
部
員
二
十
人
が
同
市
前
田

野
目
の
「
あ
か
ね
荘
」
を
皮
切

り
四
ケ
所
を
訪
れ
た
。
 

コ
六

万
円
の
図
 

F
書
券
を

寄
贈
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（兼
平
亘
会
長
）

は
四
月
四

日
、
市
立
図
書
館
に
設
置
さ
れ

て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫
に
六

万
円
の
図
書
券
を
寄
贈
、
森
田

市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

同
文
庫
へ
の
寄
贈
は
今
年
で

五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

教
育
振
興
基
金

J
 

に
3
0万
円
寄
付

L
 

市
内
敷
島
町
、
秋
田
徳
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、
財
団
法
人
市
教

育
振
興
会

の
基
金
に
役
立
て
て

下
さ

い
と
三
十
万
円
を
寄
付
し

ま
し
た
。
 

亡
く
な
っ
た
ご
主
人
の
元
県

議
会
議
員
秋
田
正
氏
の
香
典
返

し
で
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

自
然
に
恵
ま
れ
た
野
鳥
と
野

草
の
宝
庫
、
飯
詰
、
味
噌
ケ
沢
 

「
野
鳥
あ
村
（
家
）」
が
五
月
十
 

三
日

（
日
）
開
村
さ
れ
ま
す
。
 

開
村
を
記
念
し
、
「市
民
自
然

観
祭
会
」
を
県
と
共
催
で
開
き
 



グ
 

環
境
緑
化
ま

つ
り
へ
ど
う
ぞ
 

2
7日
か
ら
泥
と

緑
の
市
紅
 

公
共
下
水
道
の
供
用
及
び
 

処
理
開
始
区
域
の
縦
覧
を
 

豊
か
で
調
和
の
あ
る
自
然
環
  

十
三
日
か
ら
一
部
地
域
が
供
用

境
を
築
く
た
め
、

五
所
川
原
市
  

を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

で
は
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
公
  

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
対
象
区

共
下
水
道
の
建
設
を
進
め
て
き
  

域
の
関
係
図
面
を
次
の
日
程
で

ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
四
月
一
一
 
 

縦
覧
に
供
し
ま
す
。
 
 

◇
鉢
物
の
植
替
、
管
理
講
習
会

※
と
き
 
四
月
二
十
八
日
（
土
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

※
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お
祭

り
広
場
」
 

ロ
電
話
試
演
サ
ー
ビ
ス
も
行
な

い
ま
す
。
 

期
間
中
各
種
電
話
器
の
展
示

及
び
相
談
を

い
た
し
ま
す
。
 

ほ
か
に
一
般
市
民
を
対
象
に

会
場
内
で
「
花
と
緑
の
相
談
所
」
 

を
開
設
す
る
ほ
か
、
「緑
の
羽
根
」
 

の
募
金
も
行
な
い
ま
す
。
 

嘩

騒
窃
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
四
月
一
日
か
ら
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
 

ま
だ
、
交
換
さ
れ
て
な
い
方

は
大
至
急
交
換
し
て
下
さ
い
。
 

支
所
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
各

支
所
へ
、
そ
れ
以
外
の
方
は
市

保
険
年
金
課
窓
口
で
交
換
し
て

下
さ
い
。
 

へ
 

み
な
さ
ん
は
、
町
で
障

害
者
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
私
は
一
、
一
一

回
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
が
、
何
の
気
な
し
に

じ
ろ
じ
ろ
見
て
、
母
に
意

兄
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
て
あ

り
ま
す
。
 

あ
る
デ
パ
ー
ト
の
中
で

の
こ
と
で
し
た
。
車

い
す

に
の
っ
た
女
の
人
が
食
堂

に
入
っ
て
き
た
と
き
の
こ

と
で
す
。
他
の
人
は
、
目

も
く
れ
ず
話
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、
私
は
話
を
や

め
、
め
ず
ら
し
い
も
の
で

も
入
っ
て
き
た
か
の
よ
う

に
、
そ
の
女
の
人
を
じ

ー
 

っ
と
な
が
め
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
女
の
人
は
、
席
を
さ

が
し
て
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ

し
て
い
ま
し
た
が
、
私
と

目
が
あ
う
と
、
顔
を
ま
っ

か
に
し
て
そ
ば
か
ら
は
な

れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
て
い
た
母
は
「
じ
ろ

じ
ろ
見
る
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
み
せ
物
で
は

な
い
ん
だ
か
ら
。
今
、
あ

の
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
 
 

ご
ら
ん

oと
て
も
は
ず
り
 

し
が
っ
て
た
よ
。」
と
、
こ

う
私
に
言
っ
た
の
で
す
。
 

私
は
、
た
だ
ぼ
う
然
と
し

て
い
た
の
で
す
が
、
心
の

中
で
は
、
あ
の
人
は
、
何

で
足
を
わ
る
く
し
た
の
だ

ろ
う
、

い
ろ
い
ろ
不
自
由

だ
ろ
う
な
あ
、
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
 

で
も
、
今
そ
の
こ
と
を

思
う
と
、
と
て
も
ば
か
な

こ
と
を
し
た
も
の
だ
と
自

分
を
と
て
も
は
ず
か
し
く

思
い
ま
す
。
あ
の
女
の
人

は
、
と
て
も
は
ず
か
し
く

て
、
つ
ら
か
っ
た
だ
ろ
う

な
あ
と
、
し
み
じ
み
後
悔

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
、
こ
う
い
う
経
験
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
「身
体
障

害
者
」
 
と
い
って
も
、
ふ

つ
う
の
人
と
、
体
の
様
子

が
少
し
ち
が
う
だ
け
で
、
 

あ
と
は
全
く
同
じ
な
の
で

す
。
足
が
動
か
な
い
、
目

が
見
え
な
い
、
で
も
心
は

ふ
つ
う
の
人
と
同
じ
な
の

で
す
。

い
い
え
、
む
し
ろ

障
害
者
の
方
が
、
考
え
方

が
り
っ
ぱ
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
健
康
に
な
れ
す

ぎ
て
い
る
私
達
に
は
、
気

付
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
 

足
の
不
自
由
な
人
の
前
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「少年の主張発表大会」青少協会長奨励賞 

ぐ
と
き
 
四
月
二
十
七
日
（
金
）
 

か
ら
三
十
日
（
月
）
ま
で
。
 

◇
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
「
お
祭

り
広
場
」
（
開会
式
は
四
月
二
十

七
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
お

祭
り
広
場
で
行
な
い
ま
す

）
 

期
間
中
の
行
事
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
 

◇
庭
園
樹
等
展
示
即
売
会
 

一
般
庭
園
樹
、
鉢
花
類
、
園

芸
用
品
 

◇
入
学
記
念
樹
を
贈
呈
 

市
内
小
・
中
学
校
の
新
入
学

児
童
、
生
徒
に
入
学
記
念
樹
を

贈
り
ま
す
。
 

◇
苗
木
の
無
償
配
布
 

一
般
市
民
に
期
間
中
苗
木
を

無
償
配
布
し
ま
す
。
 

〇
縦
覧
期
間
 

四
月
九
日
か
ら
四
月
二
十
一
一

日
ま
で
。
 

〇
縦
覧
場
所
 

市
建
設
部
下
水
道
課
 

（平
日
は
午
前
八
時
三
十
分

ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま

で
。
土
曜
日
は
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
零
時
十
 

五
分
ま
で

）
 

私
 

と
 

者
 

害
 

障
 

r
 

,
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市
制
施
行
3
0周
年

開

局
百
＋

周
年
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
市
制

三
十
周
年
、
開
局
百
十
周
年
記
 

記
念
事
業
展
を

開
催
 

ー
五

所

川
原

郵

便
局
ー
 

念
事
業
展
を
中
三
デ
パ
ー
ト
五
 
開
催
し

ま
す
。
 

所
川
原
店
（
五
階
催
事
場
）
で
 

△
開
催
期
日
 
四
月
二
十
日
 

602番） 

陶
敏
 

番も 
一
一，
 
女
馴
 

 
‘
  

(
？
」
！JクI
＼、
‘
．I」nA、
、，

”h
/
z
ノ
）
 

 

r層’ 、
、 

す
。
 

,
L
矛
 
求

4
 

き
こ
、
 （

た
だ
し
材
料
費
 

Q
ビ
 c
,
o

ロ
 

βり
・

I' (
 

I
い
J
×

口
  

‘看
し
I
ロ
  

t
ン
，
 
ロ
 ・

え
一
 
口

ん
 
《
一
ロ
 
 K
  

轡
  

くらしと趣味の教室 
ー受講者募集中です― 

開講式 5 月22日 午後6 時から 

市勤労青少年ホ 

曜日 教室名 人員 回数 内 	容 サブ体育館利用日 

火
  

茶
料
陶
 
道
理芸

  

10人 

15人 

12人 

10回 

10回 

10回 

お茶の基本 

和、洋、中華と手軽な料理 

焼物の基本 

サークル少林寺 

水 せ ん 茶 10人 10回 （方円流） 
卓球・バドミントン

軽運動 

木
  

着 	付 

生 	花 
レタリング 

10人 

10人 

10人 

10回 

10回 

10回 

着こなしのポイント 

（小原流） 

文字の骨組と応用 

八
E
  

サークル卓心会 

（卓球） 

ームでは、くらし レ． ノプ  食1 

と趣味の教室受講 

者を募集していま 	ー、ー 	’一’ 

〇受講料 無料 

は本人負担） 

〇間い合せ・申し込み先 

勤労青少年ホーム（廿34- 3602番） 

〇締切 り 5 月19日 

〇受講期間 （前期） 5 月22日～ 7 月26日 

（後期） 9 月19日～11月29日 

〇受講時間 午後 6時30分～午後 8時30分まで 

〇募集内容 

で
、
早
く
走
っ
た
自
ま
ん

話
ゃ
、
球
技
大
会
で
楽
し

か
っ
た
話
な
ど
平
気
で
し

て
い
た
私
達
、
そ
の
人
達

は
、
そ
れ
を
ど
ん
な
気
持

ち
で
聞
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
顔
で
笑
っ
て
も
、
 

心
の
中
は
と
て
も
複
雑
で
、
 

動
か
な
い
足
の
こ
と
を
、
 

よ
け
い
つ
ら
く
、
に
く
く
、
 

そ
し
て
く
や
し
く
思
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

今
、
国
、
県
な
ど
で
は
、
 

障
害
者
が
入
る
施
設
な
ど

を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
の
で
は

な
い
か
と
、
私
は
思
い
ま

す
。
数
で
は
な
く
心
で
す
。
 

大
切
な
の
は
心
な
の
で
す
。
 

障
害
者
を
み
て
、
『あ
あ
、
 

か
わ
い
そ
う
に
。
』
と
同
情

ば
か
り
さ
れ
て
も
、
障
害

者
は
ち
っ
と
も
う
れ
し
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
 今
、
 

障
害
者
が
ほ
し
い
の
は
、
 

暖
か

い
心
で
す
。
暖
か

い

愛
の
手
な
の
で
す
。
社
会

の
み
ん
な
が
こ
の
こ
と
を

理
解
し
て
く
れ
れ
ば
障
害

者
も
、
き
っ
と
明
る
い
笑

顔
を
と
り
も
ど
す
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
ず
そ
れ
に
は
、
 

国
、
県
な
ど
の
、
偉
い
人

達
が
、
し
っ
か
り
障
害
者

の
こ
と
を
、
理
解
し
な
け
 

東
小
学

校
 
六

年
 

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
 

障
害
者
の
み
な
さ
ん
も
、
 

堂
々
と
胸
を
は
っ
て
町
を

歩

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
、
 

理
解
し
な
い
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
で
も
、
理
解
し

て
、
あ
な
た
方
の
こ
と
を
、
 

本
当
に
考
え
て
く
れ
る
人

も
い
る
の
で
す
か
ら
。
勇

気
を
出
し
て
、
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

人
間
と
し
て
、
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
「思
い
や
り

の
心
を
も
つ
」
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
「社
会
の
人
、
 

み
ん
な
が
思
い
や
り
の
心

で
結
び
あ
う
こ
と
が
で
き

た
ら
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
 一
人
一
人

の
自
覚
が
な
け
れ
ば
と
思

う
の
で
す
。
私
は
、
ま
ず

自
分
か
ら
「
思
い
や
り
の

心
」
を
持
た
な
け
れ
ば
と

考
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
 

私
の
心
の
中
に
あ
る
、
小

さ
な
思
い
や
り
の
芽
を
大

き
く
育
て
て
い
き
た
い
と
、
 

考
え
て
い
ま
す
。
 

堀
 
内
 
弘
 

子
 

/
 

（
金
）
か
ら
ニ
十
四
日
（
火
）
 

ま
で
の
五
日
間
 

△
開
催
内
容
 
ハ
W
郵
便
切
手
 

（未
使
用
を
含
む
）
を
使
用
し

て
つ
く
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
扇
子
、
 

層
風
絵
、
掛
絵
図
等
三
十
五
点

②
世
界

の
郵
便
ポ
ス
ト
、
郵

便
の
今
昔
、
世
界
の
珍
切
手
等

千
点
を
展
示
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
開

催
期
間
中
、
会
場
に
臨
時
出
張

所
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
発
行
さ

れ
た
記
念
切
手
を
再
販
す
る
ほ

か
、
記
念
ス
タ
ン
プ

の
押
印
サ
 

ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
郵
便
趣
会

で
は
、
こ
の
機
会
に
山
谷
芳
弘

さ
ん
の
水
彩
画
入
り
官
製

ハ
ガ

キ
を
発
売
し
、
津
軽
、
五
所
川

原
の
P
R
を
図
っ
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
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一
児
童
手
当
 

こ
の
よ
う
な
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
 

年
金
の
受
給
者
は
現
況
 

届
を
提
出
し
ま
し
よ
う
 

次
の
国
民
年
 
＠
障
害

年
金
 

金
を
受
け
て
い
 
⑨
母
子

・
準
母
子
年
金
 

る
人
は
、
五
月
 
⑨
遺
児
年
金
 

末
日

ま
で

に
 

⑨
寡
婦
年
金
 

国民年金 
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
 
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 
人
に

は
四
月
中
に
社
会
保
険
事
 

ん
。
 

務
所
か
ら
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
 

児
童
手
当
は
、
日
本
国
内
に

住
所
を
有
す
る
人
が
次
の
要
件

に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

m
 
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
一
人
以
上
が
、
義

務
教
管
終
了
前
の

児
童
で
あ

る
こ
と
。
 

②
 
そ
の
人
の
前
年
（
一

月
か

ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
児
童

手
当
に

つ
い
て
は
前
々
年
）
 

の
収
入
が

一
定
の
額
（
例
え

ば
扶
養
親
族
等
五
人
の
場
合

昭
和
五
十
七
年
の
収
入
が

三

九

一
万
八
七
五
円
）
に

満
な

い
こ
と
。
 

「特
例
給
付
」
 

②
の
所
得
要
件
に
あ
て
は
ま
 

ら
な
い
た
め
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
い
被
用
者
（
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
な
ど
）
に

つ
い
て
は
、
そ
の
人
の
前
年
の

収
入
が

一
定
額

（例
え
ば
扶
養
 
 

親
族
五
人
の
場
合
、
昭
和
五
十

七
年
分
の
収
入
五
七
〇
万
円
）
 

に
満
た
な
い
と
き
は
特
例
給
付

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

児
童
手
当

（特
例
給
付
）
の

支
給
開
始
は
認
定
請
求
を
行
っ

た
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で

十
八
歳
未
満
三
人
目
の
子
の
出

生
届
と
同
時
に
児
童
手
当
認
定

請
求
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
児
童
扶
養
手
当
」
 

不
幸
に
し
て
、
何
等
か
の
理

由
に
よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
十
八
歳
未
満
の

児
童
、
ま
た
は
二
十
歳
未
満
で

心
身
に
障
害
の
あ
る
者
を
監
護

し
て
い
る
母
、
母
に
か
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
人
に
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所
児
童
係
ま
で
。
 

市
役
所
 
廿
三
五
ー
二
一
一

一

内
線
二
四
三
 

ま
す
の
で
、
必
要
な
こ
と
が
ら

を
記
入
し
、
指
定
さ
れ
た
人
は

診
断
書
を
添
え
て
、
市
役
所
国

民
任
ム
皿係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
 

1し
 

こ
の
届
は
引
続
い
て
年
金
を

受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
の
で
、
 

出
し
忘
れ
ま
す
と
年
金
の
支
払

い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
 

ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

た
く
さ
ん
の
お
金
を
費
し

て
下
水
道
が

つ
く
ら
れ
て
も
、
 

こ
れ
を
正
し
く
、
大
切
に
使

わ
な
け
れ
ば
わ
た
し
た
ち
の

生
活
に
、
本
当
に
役
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

下
水
道
は
、
「
処
理
区
域
」
 

と
指
定
さ
れ
た
地
域
で
は
、
 

下
水
道
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
 

三
年
以
内
に
、
く
み
取
り
式

便
所
を
水
洗
便
所
に

つ
く
り

か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
定
め
て
お
り
ま
す
。
 

『』
 
こ
れ

は
、
も
し
、
た
と
え
 

一
軒
の
家
で
も
、
く
み
取
り
 

式
便
所
の
ま
ま
だ
と
、
カ
や

一小
 ハ
エ
の
す
み
か
と
な
っ
た
り
、
 

ツh
 
 
く
さ
い
に
お

い
が
出
て
、
そ
 
 

の
家
だ
け
で
な
く
、
近
所
の

家
に
め
い
わ
く
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
か
ら
で
す
。
 

そ
の
ほ
か
に
も
、
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
水
洗

便
所
で
、
や
わ
ら
か
い
紙
以

外
の
も
の
を
流
し
た
り
、
台

所
か
ら
、
ご
は
ん

つ
ぶ
や
、
 

野
菜
く
ず
を
流
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
下
 

水
管
が

つ
ま
る
原
因
に
な
り

ま
す
。
野
菜
な
ど
を
細
か
く

く
だ
い
て
流
し
て
も
、
管
は

つ
ま
り
や
す
く
な
り
、
ま
た
、
 

下
水
処
理
場
に
は
、
大
量
の

ど
ろ
が
た
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
す

る
と
そ
の
家
庭
は
清
潔
に
な

っ
て
も
、
ま
わ
り
の
人
に
は

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
 

み
ぞ
や
、
ま
す
（
管
の
つ
 
 

な
ぎ
目
に
取
り
つ
け
ら
れ
た

箱
）
に
、
ご
み
や
砂
を
は
き

こ
む
と
、
流
れ
に
く
く
な
り

ま
す
。
 

い
ろ
い
ろ
な
き
ま
り
を
守

り
、
下
水
道
を
正
し
く
大
切

に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ

た
し
た
ち
の
町
は
美
し
く
、
 

住
み
よ
く
な
り
、
川
や
海
は

き
れ
い
に
な
る
の
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
七
回
に
わ
た
っ

て
、
下
水
道
に

つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
 

わ
た
し
た
ち
が
生
活
し
て
い

く
う
え
で
、
下
水
道
の
は
た

す
役
割
が
ど
ん
な
に
大
切
か

ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思

い

ま
す
。
 

産
業
が
発
達
し
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
が
豊
か
に
な
っ

て
い
く
に
つ
れ
て
、
下
水
道

の
役
割
も
、
ど
ん
ど
ん
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
下
水

道
が
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
た

ち
は
、
快
適
な
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

人
び
と
の
最
も
大
切
な
公

共
の
財
産
と
し
て
こ
れ
を
整

備
し
て
、
二
十

一
世
紀
に
生

ま
れ
る
人
び
と
へ
の
最
大

の

贈
り
物
が
で
き
る
よ
う
、
み

ん
な
で
考
え
、
意
見
を
出
し

あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

下水道のはなし（最終回） 

下水道の正しい使い方 

r
 

r
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従量料金（ urn'につき） 

用途及び種別 区 	分 現行料金 改定料金 

一
 

般
 
用
 

メーター口径 

13 ％ 以下 

第 1段 1 ri-10rn' 50円 60円 

第 2段 11 n ---20d 80円 100円 

第 3段 21n-30n 100円 130円 

第 4段 31 rn'以上 130円 170円 

メーター口径 

20 ％ 以上 

25 ％ 以 下 

第 1段 1 rn'~ 10 rn' 50円 60円 

第 2段 11n-20rn' 90円 115円 

第 3段 21n-30rr 130円 170円 

第 4段 3lrii'以上 160円 210円 

メーター口径 

30 ％ 以上 

第 1段 1ni'---30rn 200円 250円 

第 2段 31rn 以上 230円 300円 

浴場用・公設プール用 90円 120円 

ー改 定 料 金― 

基本料金（ 1カ月につき） 

メーター口径 現行料金 改定料金 

13% 500 600円 

20% 1,000円 1,200円 

25% 2,000円 2,500円 

30% 3,000円 4,000円 

40% 5,加0円 6,650円 

50% 15,000円 20,叩0円 

75% 30,000円 40,000円 

100% 50,000円 67,000円 

150％以上 管理者が別に定める 

防 テレビによる

災 ×ノIf4終 , 

資
材
等
の
値
上
り
な
ど

に
よ
り
 

水
道
事
業
の
経
営
が
容
易
な
ら
 

ぬ
事
態
を
む
か
え
、
大
幅
な
資
 

二二H 

,
 

,
 

市
で
は
、
水
道
財
政
の
健
全

化
を
図
る
た
め
水
道
料
金

の
値

上
げ
案
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
 

去
る
三
月
の
定
例
市
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
新
料
金
は
、
 

五
月
分
の
水
道
料
金
か

ら
適
用

さ
れ
ま
す
。
平
均
改
定

率
は
、
 

二
六
・
八
七
％
で

口
経
一
一
子
こ

り
の
水
道
メ
ー
タ
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
家
庭
で

ー
ケ
月
の

使
用
水
量
が

一
五
立
方
メ
ー
ト

ル
の
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
の
、
 

一
、四
〇
〇
円
か
ら
一
、
七
〇
〇

円
に
ち
り
ま
す
。
 

水
道
料
金
 

改
定
の
理
由
 

現
在
、
経
済
社
会
の
発

展
、
 

市
民
の
生
活
水
準
の
向
上
等
に

よ
り
水
の
需
要
は
増
大
の
一
途

を
た
ど

つ
て
い
ま
す
。
 こ
の
よ

う
に
急
増
す
る
市
民
の
水
需
要

に
応
え
る
た
め
、
水
道
の
基
本

計
画
に
基
づ
く
拡
張
事
業
お
よ
 
 

び
施
設
整
備
等
を
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
要
す

る
多
額
の
事
業
資
金
は
、
企
業

債
に
依
存
し

て
お
り
ま
す
。

こ

の
元
利
償
還
金
が
累
増
し
た
こ

と
と
、
諸
物
価
の
高
謄
に
伴
う
 
 

金
不
足
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
水
道
事
業
の
経
営
は
、
 

地
方
公
企
業
法
に
よ
っ
て
独
立

採
算

制
を

採
用
し

て
い
る
た

め
い
く
ら
資
金

不
足
が

生
ず

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
市
の
税

金
で
穴
う
め
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
 し
た
が
っ
て
、
ど
う

し
て
も
水
道
料
金
を

値
上
げ
し

て
ま
か
な
う
ほ
か
な
い
わ
け
で

す
。
 

水
道
料
金

の
値
上
げ
は
、
市

民
の
台
所
に
直
接
ひ
び
く
大
事

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ

の
点
を
十
分
に
考
慮
し
、
市
民

各
層
か
ら
な
る
「
五
所
川
原
市

料
金
問
題
懇
談
会
に
会
」
に
値

案
を
示
し
、
か
ね
て
か
ら
審
議

を
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
結
果
さ
る
二
月
十
日

同
会
長
か
ら
市
長
あ
て
に
「
水

道
事
業
に
お
け
る
利
用
者
負
担

に
よ
る
独
立
採
算
制
度
の
建
前

上
、
現
在
の
財
政
状
態
か
ら
は
、
 

値
上
げ
も
止
む
得
な
い
措
置
と

認
め
ら
れ
る
」
 
と
い
う内
容
の

答
申
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
答
申
書
を
十
分
に
尊
重
し
、
 

三
月
の
定
例
市
議
会
に
料
金
値

上
げ
案
を
提
案
し
決
定
さ
れ

た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

な
お
新
料
金
早
見
表
は
四
月

一
五
日
前
後
チ
ラ
シ
を

毎
戸
に

配
布
し
ま
す
の
で
何
卒
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

※
四
月
一
日
よ
り
市
の
行
政
機
 

構
改
革
に
よ
り
従
来
の
「
水
道
 

課
」
を
「
水
道
事
業
所
」
に
改
 

名
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
 

■

番
組
名
 
ご
ぞ
ん
じ
で
す

か
？
・
（
防災
ミ

ニ
百
科
）
 

■

放
送

局
名
 
青

森

放
送
 

(
R
A
B
)
 

■

放
送
日
時
 

毎
週
木
曜

午
前
十
時
四
十
五
分
ー
十
時
五

十
分
 

●

四
月
の
放
送
日
程
 

イ
、
四
月
十
九
日
廿
「
大
都

市
の
地
震
、
震
度
五
で
東
京
は
」
 

ロ
、
四
月
二
十
六
日
ー
 
「地

震
ノ
火
の
始
末
」
 

■

番
組
名
 
そ
の
と
き
あ
な

た
は
？
・
（く
ら
し
の
中
の
防
災
）
 

■

放
送
局
名
 
青

森

放
送
 

(
R
AB
)
 

■

放
送
日
時
 
毎
週
土
曜
日

午
後
一
時
五
十
五
分
ー

二
時
 

■

四
月
の
放
送
日
程
 

イ
、
四
月
二
十
一
日
ー
「
日

頃
の
備
え
は
大
丈
夫
？
・
、避
路

路
、
避
難
場
所
の
確
認
」
 

■

、
四
月
二
十
八
日
ー
 
「大

規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
の

し
く
み
と
働
き
」
 

水道料金が改定 

されました 5 Q)常 



絵
画
ク
ラ
ブ
「

光
彩
会

」
 
は

楽
し

く
油
絵
を

描
き
、

技
術

の

向
上

と
会
員
相
互
の
親

睦
を
図

る
会
で

す
。
 

〇
特
別
講
師
（
年
間

二
回
、
特

別
指
導
）
伊
藤
正
規
画

伯
（
光

風
会
評
議
員
、

日
展
委
嘱
、

日

展
特
選
二
回
）
 

〇
常
任
理
事
（
毎

月
一
回
指

導
）
三
浦
弘
子
先
生
（

朱
葉
会

員
、

日
展
光
風
会
入

選
）
 

〇
研
修
日
 

毎
月
、
第
一
一
 

・

第
三
水
曜
日
の

月
二
回
 

o
研
修
時

間
 
午
前
九
時
か
 

ら
午
後
三
時
三
十
分

ま
で

（
四
 

月
二
十
五
日
水
曜
日

初
会

）
 

〇
場
所
 
五
所

川
原
市

立
図
 

書
館
二
階

広
間
 

〇
会
費
 

月
額
二
千

円
 

〇
申
込
先
 
光
彩

会
事
務

局
 

五
所
川
原
市
 

藤
本
（

O
⑩
三
 

一
四
六
）
 

絵
画
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
 

問
い

ま
せ
ん

（初
心
者
歓

迎
）
 

△
部
費
 

ー
ケ
月
五
百
円
、

入

会
金
（

維
持
費

）
年
千
円
、

保

険
料

（
障
害
保
険
）
年
千
円

△
期
間
 
四

月
ー
十

一
月
ま
で

△
練
習

場
所
 
松

島
団
地
中
央

公
園
 

△
練
習
日
 
週
二

回
（
水
曜

日
、
 

日
曜

日
）
朝
十
時
か

ら
十
二
時

ま
で

（
変
更
の
場
合
も
あ

り
ま

す
）
 

△
連
絡
先
 

市
内
米

田
字
八
ッ

橋
一

七
五
 
山

内
京
子
（

費
二

四
局
五
七
八
七

番
）
 

“
あ
な
た
の
健

康
と
、

仲
間
づ

く
り
の
た

め
、
始
め
て
み

ま
せ

ん
か
。
 

きL幼児の健康診査う 
■受 付 時 問 午後1時～ 1時30分まで、 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 6 カ月児、  1歳児は健康相談のみ 

です。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

■お願い 3 歳児健診は、尿検査も行いますので、当日き

れいに洗った小びんに尿を入れてもってきてください。 

■ところ いずれも保健センター（新町バス停前） 

月 	齢 対 象 児 と 	き 

3 カ月児 S59年 1月生まれ 5 月 8 日 

6 カ月児 S58年10月生まれ 5 月15日 

1 歳児 S58年 4 月生まれ 5 月21日 

1歳 6 カ月児 S57年11月生まれ 5 月22日 

3 歳 児 S56年1月生まれ 5 月17li 

☆街頭献血のご案内☆ 

月 日 午 	前 午 	後 

4
  

26 国鉄五所川原駅前 
10: OO-12 :00 

東 北 電 気 工 事（掬 
13: 00-16 : 00 

29 5 】 30- 8 】 00 	五所川原市営球場 

!
b
 

 
4
  

布屋町ホテルサンルート前 
10 : O0-12 】 00 

マルトモテッf一ト駐車場 
13: 00-16 : 00 

△
資
格
 
五
所

川
原
市
内
に

住

む
既
婚
女

性
、
年
齢
、

経
験
は
 

マ
マ
さ
ん
 

ソ
フ
ト
部
員

募
集
中
で
す
 

昭和59年（1984年） 4 月15日 広報ごしょがわら 	 （565号） ⑧ 

嚢灘薮蕪轟嚢薫 
＠料 金 （年1回）登録 

ロ登録料 2.100円、 

ロ注射料 1.240円 I3,700円 

ロ注射済票 360円 J 
（自宅巡回注射料 1,900円） 

＠犬の放し飼いは出来ません。 

1．犬の登録をしないと 	狂犬病予防法 

第 4 条違反 3万円以 

2．犬に注射を受けさせないと…狂犬病予防法 下の罰金 

第 5 条違反 

3.犬を放しておくと・‘・・・・・・・…県飼犬の管理及び犬による 

危害の防止に関する条例第 

3 条違反 1 万円以下の罰金 

一 	※犬のフンは、みんなが迷惑しています。 

て 	 飼主は、必ず始末しましよう。 

昭和59年度（春季）狂犬病予防注射日程表 

月日 実 	施 	場 	所 支 施 時 間 

4
月

2
3H
囲
 

みどり 町 	コミセン栄前 

梅 	田 	成田床屋前 

梅 	田 	支 所 前 

中 	泉 	集 会 所 前 

胃 i * ）コ、セノ七和前 

9時30分～10時00分 

10時10分～10時30分 

10時40分～11時00分 

11時10分～11時30分 

11時40分～12時10分 

4
月

2
4H
因
 

福 	山 	福山集会所前 

野 	里 	野里公民館前 

神 	山 	松野商店前 

松 野 木 	十 文 字 

若 	山 	石岡治男宅前 

石 田 坂 	集 会 所 前 

戸 	沢 	斎藤精米所前 

福 	岡 	佐々木商店前 

9 時30分～ 9時50分 

10時00分-10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

11時30分～11時50分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

14時00分～14時20分 

4
月

2
5H
困
 

桃 	崎 	バ ス 停 前 

一 野 坪 	対馬静賢前 

馬 	性 	集 会 所前 

飯 	詰 	秋元商店前 

飯 	詰 	支 所 前 

下 岩 崎 	集 会 所前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

11時30分～11時50分 

12時00分～12時20分 

4
月

2
6H
困
 

共 	栄 	集 会 所前 

長 	富 	集 会 所前 

毘 沙 門 	泉谷正志宅前 

桜 	田 	公 民 館 前 

沖 飯 詰 	集 会 所前 

川 

種 	井 	集 会 所前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

11時30分～11時50分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

4
月

2
7H
固
 

漆 	川 	神 社 前 

石 	岡 	寺田武道宅前 

金 	山 	児 童 館前 

水 野 尾 	集 会 所前 

米 	田 	対馬精米所前 

吹 	畑 	毛内光春宅前 

唐 笠 柳 	T 字 路 

十 	川 	吉村商店前 

9時30分～ 9時50分 

10時00分～10時20分 

10時30分～10時50分 

11時00分～11時20分 

11時30分～11時50分 

13時00分～13時20分 

13時30分～13時50分 

14時00分～14時20分 

広
報
紙

の
早

期
配

布
に
ご

協
力
下
さ
い
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